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ニコルさんが伝えたかったこと 

野生動物学研究室教授 高槻成紀 

 

 2010 年 3 月 7 日は私の研究生活のなかでも

忘れられない一日になると思う。この日麻布

大学と C. W. ニコル・アファンの森財団との

学術交流協定を記念してフォーラムが開催さ

れたの。それについて、いくつもの思いがあ

るが、ひとつふたつを書き留めておきたい。 

 麻布大学に入学してくる学生のかなりの割

合の人は動物にやさしくしたいという思いを

もっている。ひとつのパターンはケガをした

動物を治してあげるやさしい獣医さんになり

たいというものだ。しかし獣医学部は難関で

あり、甘んじて動物応用学科に来たという人

もいる。動物を抱っこしたいという感じの動

物好きはペット系の研究室を選択する。いっ

ぽうもう少し広く自然の仕組みを知りたいと

いう人もいる。その中には、研究指向の人も

あるが、どちらかというと人間が地球に迷惑

をかけたことに対する罪悪感のような気持ち

から自然の仕組みに関心をもったという人も

いる。 

 そういうことを考えると、どうやらその根

底には人間の心の問題があるような気がする。

自然や動物にもっとやさしくすべきではない

かという思いがあって、そのために役立つこ

と、あるいは自分のもつそうした気持ちを実

現するにはどうすればいいかを求めているよ

うに思うのである。しかし、現実の大学は必

ずしもそれに応えていない。そうした思いを

直接活かすような職業もなさそうだ。現実に

は就職を探さないといけない。入学の当時の

思いは、心情として心のどこかに収めて、現

実には納得できる職業選択を考えることにな

る。そういうのが多くの学生の辿るパターン

のように思われる。 

 C. W. ニコルが伝えたかったことは何だろ

う。フォーラムの日、ニコルさんはイギリス

風のユーモアを交えながら聴衆の心をとらえ

ていった。話は若い頃に北極にあこがれ、親

を騙してまで許可をとって学校をさぼって北

極行きを実現したことに始まった。強くなり

たくて日本に来たが、暑い夏に閉口し、その

ことを理解してくれた空手の先生が山につれ

ていってくれた。アルコールをつめた重い荷

物をかつがされて泣きたい思いで登った山に

はブナの原生林があった。自分の育ったウェ

ールズは開発のために森のない国だったので、

ブナの原生林を前にして、ニコルさんは涙が

止まらなかったという。それはブナ林のすば

らしさへの感動とともに、母国にもこのよう

な林があったはずなのにそれを破壊したこと

への嘆きにもよるものだった。 

 ところがその後の日本人がしたことは、そ

のすばらしい原生林を伐採しまくることだっ

た。ニコルさんはあらゆる機会をとらえてそ

のことに反対してきたが、空しいことだった。

いっぽう、母国のウェールズは植林によって

森が戻ってきて、今ではみごとな森になった。 

 そしてニコルさんは決心する。自分で森を

もって、よい森を作ろうと。それがアファン

の森である。その森作りはたいへんなことで

あったようだが、松木さんというよき相棒を

得て、よい林になっていった。動植物がもど

ってくるだけでなく、森のもつ不思議な力も

発揮してくれた。その例として、話の最後に
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はつらい体験をした子供たちをアファンの森

に招いたフィルムが紹介された。森で遊んで

いるうちに子供たちの表情がみるみる明るく

なってゆく。 

 何の説明もないが、ニコルさんの歌と子供

の笑い声とが、私たちの魂に直接うったえた。

私の心の中はたくさんのものが渦をまいてい

た。生き物が大好きで、50 年間生き物を見続

け、研究者になり、論文を書くことを一所懸

命してきた。だが、それがいかばかりのもの

だろう。産物としての論文などたいしたこと

はないが、しかしそれを調べたいと思った自

分の心はまちがっていなかった。その半世紀

のあいだに目の前で国土はどんどん荒廃して

ゆき、昆虫や植物はいなくなった。それの代

償としての私たちの「豊かさ」とはいったい

何だったのだろう。そうした思いをもつ人た

ちがここにこんなにたくさん集まって心をひ

とつにしている。このフォーラムを実現する

ためにたくさんの人が準備をし、研究室の学

生諸君ががんばってくれた。それになにより、

あこがれのニコルさんが私の隣にいてくれて

いる。そうした思いが交錯した。 

 ニコルさんが伝えたかったのは、ほんとう

の意味でのやさしい心をもとうということで

あったのではないか。日本の皆さんはいった

い何を求めて日々生きているのか。豊かにな

るために森を伐り、心を失っていて、ほんと

うによいのですか、と。 

 日本人全体はことが大きすぎるが、麻布大

学だけに限ってみても、この大学はいったい

何を目指しているのだろうか。知識と技術を

教え込むことが教育だと思いこんではいない

だろうか。入学してくる学生の思いにどれだ

け応えているだろうか。学生諸君はどうだろ

うか。初心を貫く努力を、自己鍛錬をどれだ

けしているだろうか。一番たいせつなのは知

識でも技術でもなく、心であるはずなのに、

そのことをどれだけ真剣に考えているだろう

か。 

 ニコルさんの話はもっと多岐におよんでい

るのだが、私にとって最も大切だと思われる

のはこのことだった。今回の学術交流協定は、

具体的には調査の便宜や集会の共同開催など

をしやすくするためのものではあるが、その

精神は自然を通じて人のありかた、国のあり

かたを考えることにあると思っている。その

ことができて初めてニコルさんの期待に応え

ることができたと言えるのだと思う。 

 

 


